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内容物

必要なもの

 組み立てる前に必ずお読み下さい。
安全上のご注意
 （真空管キットLXV-OT8、付属ACアダプター）
●付属ACアダプターは日本国内専用です。日本国内以外
では使用しないでください。●組立が終わるまでは、絶対
にACアダプターを接続しないでください。●キット添付以
外の部品は、ご使用にならないでください。●必ずケースに
入れた状態でご使用ください。ケースなしでのご使用は、事
故や感電の危険があります。また、お子様の手に触れない
ようご注意ください。●真空管は使用中に高温になります。
誤って手を触れるとやけどの危険があります。また水滴等の
液体がかかると破損する恐れがあります。●組み立てられ
たキットに対する保証はありません。●付属ACアダプター
は本機専用ですので、他の機器には使用しないでくださ
い。また、付属のACアダプター以外は使用しないでくださ
い。●本機DC IN端子へのプラグ抜き差しは、必ず電源ス
イッチを切り、ACアダプターの電源プラグをコンセントから
抜いた状態で行なってください。●外出時や長期間ご使用
にならない場合は、ACアダプターの電源プラグをコンセン
トから抜いてください。

◉警告
ACアダプター
●本機の電源スイッチを切っても、電源からは完全に遮
断されません。そのため、電源コンセントの近くに設置し、
容易にACアダプターの電源プラグを抜くことができるよ
うにしてください。●万一、煙が出ている、変なにおいや音
がするなど異常のあった場合は、ACアダプターの電源プ
ラグをコンセントから抜いてください。そのまま使用すると
火災・感電の原因になります。

キットの取扱について
お客様御自身がこのキットを制作され使用する場合の、部
品選定や構造については、お客様が組み立てられても性能
を満足するように考慮しています。組み立て上の注意をよく
確認して安全な製品を製作されるよう、お願いいたします。

❶シャーシ底板①の下から、基板固定用
リベット⑩を３か所、奥まで差し込む❷シャーシ底板①と完成基板⑤を差し

込んで固定する❸完成基板⑤の正面左側の穴に、アース
用のワッシャー⑫を置く

❹完成基板⑤の正面左側の、アース用の
ワッシャーを通してネジ止めする❺ フロントパネル③、リアパネル④の両

脇をネジ⑬で仮締めする❻ RCA端子をシャーシ内側から手で押
さえながら、ネジ⑮で固定する

❼シャーシ底板とフロント、リアのネジ４
か所もネジ⑮で仮締めする❽フロントパネルから出たチューニング

つまみにワッシャー、ナット⑪の順に入
れ、ラジオペンチで固定する

●タッピングネジの締め方
本キットは、ネジでシャー
シに溝を切っていくタッピ
ングネジを採用していま
す。最初はネジの進行方向
に力を加えながらじっくり
と回して締めてください。
100円ショップなどのドラ
イバーでは、刃先、ねじ山
が潰れる可能性がありま
す。ホームセンターなどで、
しっかりしたドライバーを
選んでください。

10フロントパネル、FM/ワイド切り替えス
イッチに、スイッチノブ⑨を角度を確認

しながら押し込む

❾チューニングダイアル用つまみ⑦を向
きを合わせて差し込む

① ③

②

⑤
⑨⑥
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⑦
⑪
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⑮

④

      FM Stereo Tuner 
LXV-OT8

①シャーシ（底板）
②シャーシ（天板）
③シャーシ（フロントパネル）
④シャーシ（リアパネル）
⑤完成基板
⑥真空管（12AU7）
⑦チューニングダイアル用つまみ
⑧ゴム脚
⑨スイッチノブ
⑩基板固定用リベット（３個）
⑪チューニングダイアルつまみとシャーシを固定するネジセット（ナット、ワッシャー）
⑫基板上アース用ねじ、ワッシャー
⑬シャーシ及び、端子類固定ネジ（13本）
⑭アンテナ線
⑮ACアダプター

プラスドライバー
 　（本キットはタッピングなので、刃先がしっかりし、
　 力を入れやすいドライバーをご用意ください。）
ラジオペンチ
※弊社での組立サービスなどは一切行なっておりません。必ず自身で完成させてください。
不良品などの交換は、購入から１年とさせていただきます。（購入日が記載された領収書、
レシートの保管をお願いします。）ご購入後、お早目のご確認をお願いします。
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FMワイドセレクタ



お住まいの地域で受信できる放送局、周波数は総務省ホームページ全国民放FM局・ワイドFM局一覧をご参照ください。
http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/ictseisaku/housou_suishin/fm-list.html
NHK-FM周波数一覧　https://www.nhk.or.jp/radio/info/frequency.html?ch=f
コミュニティFM放送局一覧　https://www.jcba.jp/map/

問い合わせ先： 『ONTOMO Shop』サポートセンター　https://ontomo-shop.com/  　MAIL: ontomo-shop@ongakunotomo.co.jp　受付時間：平日11：00 ～ 17：00

真空管⑥の足（下側の端子部分）がソ
ケットの穴に合う部分で、左右に少し
ずつ振りながら慎重に差し込む
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